
仲
裁
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

暫
定
保
全
措
置

一

暫
定
保
全
措
置
の
定
義
（
類
型
）
及
び
発
令
要
件

１

仲
裁
廷
は
、
当
事
者
間
に
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
仲
裁
判
断
が
あ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
一
方
の
申
立
て
に
よ

り
、
他
方
の
当
事
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

二
十
四
条
第
一
項
関
係
）

金
銭
の
支
払
を
目
的
と
す
る
債
権
に
つ
い
て
、
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、

（一）
又
は
強
制
執
行
を
す
る
の
に
著
し
い
困
難
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
、
当
該
金
銭
の
支
払
を
す
る
た
め
に
必

要
な
財
産
の
処
分
そ
の
他
の
変
更
を
禁
止
す
る
こ
と
。

財
産
上
の
給
付
（
金
銭
の
支
払
を
除
く
。
）
を
求
め
る
権
利
に
つ
い
て
、
当
該
権
利
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

（二）
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
権
利
を
実
行
す
る
の
に
著
し
い
困
難
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
、

当
該
給
付
の
目
的
で
あ
る
財
産
の
処
分
そ
の
他
の
変
更
を
禁
止
す
る
こ
と
。

紛
争
の
対
象
と
な
る
物
又
は
権
利
関
係
に
つ
い
て
、
申
立
て
を
し
た
当
事
者
に
生
ず
る
著
し
い
損
害
又
は
急
迫
の

（三）



危
険
を
避
け
る
た
め
、
当
該
損
害
若
し
く
は
当
該
危
険
の
発
生
を
防
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を

と
り
、
又
は
変
更
が
生
じ
た
当
該
物
若
し
く
は
権
利
関
係
に
つ
い
て
変
更
前
の
原
状
の
回
復
を
す
る
こ
と
。

仲
裁
手
続
に
お
け
る
審
理
を
妨
げ
る
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
（

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

（四）

（五）

仲
裁
手
続
の
審
理
の
た
め
に
必
要
な
証
拠
に
つ
い
て
、
そ
の
廃
棄
、
消
去
又
は
改
変
そ
の
他
の
行
為
を
禁
止
す
る

（五）
こ
と
。

２

１
の
申
立
て
（
１

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
す
る
と
き
は
、
保
全
す
べ
き
権
利
又
は
権
利
関
係
及
び
そ
の
申
立

（五）

て
の
原
因
と
な
る
事
実
を
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
四
条
第
二
項
関
係
）

二

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
担
保

仲
裁
廷
は
、
一
１
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
命
令
（
以
下
「
暫
定
保
全
措
置
命
令
」
と
い
う
。
）
を
発

す
る
に
際
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
な
担
保
を
提
供
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
二
十
四
条
第
三
項
関
係
）

三

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
取
消
し
等
及
び
事
情
変
更
の
開
示
命
令

１

保
全
す
べ
き
権
利
若
し
く
は
権
利
関
係
又
は
一
１
の
申
立
て
の
原
因
を
欠
く
こ
と
が
判
明
し
、
又
は
こ
れ
を
欠
く
に



至
っ
た
と
き
そ
の
他
の
事
情
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
仲
裁
廷
は
、
申
立
て
に
よ
り
、
暫
定
保
全
措
置
命
令
を
取
り

消
し
、
変
更
し
、
又
は
そ
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
四
条
第
四
項
関
係
）

２

１
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
仲
裁
廷
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
に
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
た

上
で
、
職
権
で
、
暫
定
保
全
措
置
命
令
を
取
り
消
し
、
変
更
し
、
又
は
そ
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
二
十
四
条
第
五
項
関
係
）

３

仲
裁
廷
は
、
１
の
事
情
の
変
更
が
あ
っ
た
と
思
料
す
る
と
き
は
、
当
事
者
に
対
し
、
速
や
か
に
当
該
事
情
の
変
更
の

有
無
及
び
当
該
事
情
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
内
容
を
開
示
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
二
十
四
条
第
六
項
関
係
）

４

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
申
立
て
を
し
た
者
（
四
１
に
お
い
て
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
が
３
の
規
定
に
よ
る
命
令
に

従
わ
な
い
と
き
は
、
１
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
１
の
事
情
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
二
十
四
条
第
七
項
関
係
）

四

暫
定
保
全
措
置
命
令
に
係
る
損
害
賠
償
命
令

１

仲
裁
廷
は
、
三
１
又
は
三
２
の
規
定
に
よ
り
暫
定
保
全
措
置
命
令
を
取
り
消
し
、
変
更
し
、
又
は
そ
の
効
力
を
停
止



し
た
場
合
に
お
い
て
、
申
立
人
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
暫
定
保
全
措
置
命
令
を
発
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、

暫
定
保
全
措
置
命
令
を
受
け
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
当
該
申
立
人
に
対
し
、
こ
れ
に
よ
り
当
該
暫
定
保
全
措
置
命
令

を
受
け
た
者
が
受
け
た
損
害
の
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
事
者
間
に
別
段
の
合

意
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
四
条
第
八
項
関
係
）

２

１
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
仲
裁
判
断
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
四
条
第
九
項
関

係
）

五

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
命
令
書
等

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
命
令
書
等
に
つ
い
て
、
仲
裁
法
第
三
十
九
条
の
所
要
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
四
条
第
十
項
関
係
）

六

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
執
行

１

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
執
行
等
認
可
決
定

暫
定
保
全
措
置
命
令
（
仲
裁
地
が
日
本
国
内
に
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。
以
下
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申

（一）
立
て
を
し
た
者
は
、
当
該
暫
定
保
全
措
置
命
令
を
受
け
た
者
を
被
申
立
人
と
し
て
、
裁
判
所
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る



区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
決
定
（
以
下
「
執
行
等
認
可
決
定
」
と
い
う
。
）
を
求
め
る
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
一
項
関
係
）

⑴

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
う
ち
一
１

に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
も
の

当
該
暫
定
保
全
措
置
命

（三）

令
に
基
づ
く
民
事
執
行
を
許
す
旨
の
決
定

⑵

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
う
ち
一
１

、

、

又
は

に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
も
の

当
該

（一）

（二）

（四）

（五）

暫
定
保
全
措
置
命
令
に
違
反
し
、
又
は
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
３

の
規
定
に
よ
る
金
銭
の

（一）

支
払
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
許
す
旨
の
決
定

の
申
立
て
を
す
る
と
き
は
、
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
命
令
書
の
写
し
、
当
該
写
し
の
内
容
が
暫
定
保
全
措
置
命

（二）

（一）
令
の
命
令
書
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
及
び
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
命
令
書
（
日
本
語
で
作
成
さ
れ
た

も
の
を
除
く
。
以
下

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

（二）

こ
と
。
た
だ
し
、
裁
判
所
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
被
申
立
人
の
意
見
を
聴
い
て
、
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
命

令
書
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
二
項
関
係
）



の
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
仲
裁
廷
又
は
裁
判
機
関
（
仲
裁
地
が
属
す
る
国
の
法
令
（
当
該
暫
定
保
全
措

（三）

（一）
置
命
令
に
適
用
さ
れ
た
法
令
が
仲
裁
地
が
属
す
る
国
以
外
の
国
の
法
令
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
令
）
に

よ
り
当
該
国
の
裁
判
機
関
が
そ
の
権
限
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
対
し
て
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
取
消
し
、
変

更
又
は
そ
の
効
力
の
停
止
を
求
め
る
申
立
て
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、

の
申
立
て
に
係
る
手
続
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
所

（一）

は
、

の
申
立
て
を
し
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
被
申
立
人
に
対
し
、
担
保
を
立
て
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が

（一）

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
三
項
関
係
）

の
申
立
て
に
係
る
事
件
は
、
次
に
掲
げ
る
裁
判
所
の
管
轄
に
専
属
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第

（四）

（一）
四
項
関
係
）

⑴

仲
裁
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
裁
判
所

⑵

請
求
の
目
的
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
被
申
立
人
の
財
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所

⑶

東
京
地
方
裁
判
所
及
び
大
阪
地
方
裁
判
所
（
仲
裁
地
、
被
申
立
人
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
又
は
請
求
の
目
的

若
し
く
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
被
申
立
人
の
財
産
の
所
在
地
が
日
本
国
内
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）



の
申
立
て
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
移
送
の
裁
判
に
対
し
て
は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

（五）

（一）
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
五
項
関
係
）

裁
判
所
は
、

又
は

の
規
定
に
よ
り

の
申
立
て
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
執
行
等
認
可
決
定
を
し
な
け
れ

（六）

（七）

（八）

（一）

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
六
項
関
係
）

裁
判
所
は
、

の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

（七）

（一）

（
⑴
か
ら
⑻
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
に
あ
っ
て
は
、
被
申
立
人
が
当
該
事
由
の
存
在
を
証
明
し
た
場
合
に
限
る
。
）
に

限
り
、
当
該
申
立
て
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
七
項
関
係
）

⑴

仲
裁
合
意
が
、
当
事
者
の
行
為
能
力
の
制
限
に
よ
り
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
こ
と
。

⑵

仲
裁
合
意
が
、
当
事
者
が
合
意
に
よ
り
仲
裁
合
意
に
適
用
す
べ
き
も
の
と
し
て
指
定
し
た
法
令
（
当
該
指
定
が

な
い
と
き
は
、
仲
裁
地
が
属
す
る
国
の
法
令
）
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
の
行
為
能
力
の
制
限
以
外
の
事
由
に
よ
り
、

そ
の
効
力
を
有
し
な
い
こ
と
。

⑶

当
事
者
が
、
仲
裁
人
の
選
任
手
続
又
は
仲
裁
手
続
（
暫
定
保
全
措
置
命
令
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
⑷
及
び
⑹

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
仲
裁
地
が
属
す
る
国
の
法
令
の
規
定
（
そ
の
法
令
の
公
の
秩
序
に
関
し
な
い
規



定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
合
意
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
合
意
）
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
通
知
を
受

け
な
か
っ
た
こ
と
。

⑷

当
事
者
が
、
仲
裁
手
続
に
お
い
て
防
御
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
。

⑸

暫
定
保
全
措
置
命
令
が
、
仲
裁
合
意
若
し
く
は
暫
定
保
全
措
置
命
令
に
関
す
る
別
段
の
合
意
又
は
暫
定
保
全
措

置
命
令
の
申
立
て
の
範
囲
を
超
え
る
事
項
に
つ
い
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑹

仲
裁
廷
の
構
成
又
は
仲
裁
手
続
が
、
仲
裁
地
が
属
す
る
国
の
法
令
の
規
定
（
そ
の
法
令
の
公
の
秩
序
に
関
し
な

い
規
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
合
意
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
合
意
）
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
。

⑺

仲
裁
廷
が
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
申
立
て
を
し
た
者
に
対
し
て
相
当
な
担
保
を
提
供
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
当
該
命
令
に
違
反
し
、
相
当
な
担
保
を
提
供
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑻

暫
定
保
全
措
置
命
令
が
、
仲
裁
廷
又
は

に
規
定
す
る
裁
判
機
関
に
よ
り
、
取
り
消
さ
れ
、
変
更
さ
れ
、
又
は

（三）

そ
の
効
力
を
停
止
さ
れ
た
こ
と
。

⑼

仲
裁
手
続
に
お
け
る
申
立
て
が
、
日
本
の
法
令
に
よ
れ
ば
、
仲
裁
合
意
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
紛
争



に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑽

暫
定
保
全
措
置
命
令
の
内
容
が
、
日
本
に
お
け
る
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
こ
と
。

⑸
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
暫
定
保
全
措
置
命
令
か
ら

⑸
に
規
定
す
る
事
項
に
関
す
る

（八）

（七）

（七）

部
分
を
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
部
分
及
び
当
該
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
そ
の
他
の
部
分
を
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
暫
定
保
全
措
置
命
令
と
み
な
し
て
、

の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
八

（七）

項
関
係
）

執
行
等
認
可
決
定
は
、
確
定
し
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
九
項
関

（九）
係
）仲

裁
法
第
四
十
四
条
第
四
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、

の
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の

(十)

（一）

と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
十
項
関
係
）

２

暫
定
保
全
措
置
命
令
に
基
づ
く
民
事
執
行

暫
定
保
全
措
置
命
令
（
一
１

に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
１
の
規
定
に
よ
る

（三）

執
行
等
認
可
決
定
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
暫
定
保
全
措
置
命
令
に
基
づ
く
民
事
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の



と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
八
条
関
係
）

３

暫
定
保
全
措
置
命
令
に
係
る
違
反
金
支
払
命
令

裁
判
所
は
、
暫
定
保
全
措
置
命
令
（
一
１

、

、

又
は

に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
も
の
に

（一）

（一）

（二）

（四）

（五）

限
る
。
以
下
３
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
確
定
し
た
執
行
等
認
可
決
定
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
暫
定
保

全
措
置
命
令
を
受
け
た
者
（
以
下
３
に
お
い
て
「
被
申
立
人
」
と
い
う
。
）
が
こ
れ
に
違
反
し
、
又
は
違
反
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
申
立
て
を
し
た
者
（

に
お
い
て
「
申
立
人
」
と
い

（六）

う
。
）
の
申
立
て
に
よ
り
、
当
該
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
違
反
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
益
の
内
容
及
び

性
質
並
び
に
こ
れ
が
害
さ
れ
る
態
様
及
び
程
度
を
勘
案
し
て
相
当
と
認
め
る
一
定
の
額
の
金
銭
の
支
払
（
被
申
立
人

が
暫
定
保
全
措
置
命
令
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
被
申
立
人
が
当
該
暫
定
保
全
措

置
命
令
に
違
反
し
た
こ
と
を
条
件
と
す
る
金
銭
の
支
払
）
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十

九
条
第
一
項
関
係
）

裁
判
所
は
、

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

の
規
定
に
よ
る
金
銭
の
支
払
命
令
（
以
下
３
に
お
い
て
「
違
反
金
支

（二）

（一）

（一）

払
命
令
」
と
い
う
。
）
を
、
執
行
等
認
可
決
定
と
同
時
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お



い
て
は
、
違
反
金
支
払
命
令
は
、
執
行
等
認
可
決
定
が
確
定
す
る
ま
で
は
、
確
定
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

四
十
九
条
第
二
項
関
係
）

の
申
立
て
に
係
る
事
件
は
、
執
行
等
認
可
決
定
を
し
た
裁
判
所
及
び
１

の
申
立
て
（
１

⑵
に
係
る
も
の
に

（三）

（一）

（一）

（一）

限
る
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
事
件
が
係
属
す
る
裁
判
所
の
管
轄
に
専
属
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四

（四）

十
九
条
第
三
項
関
係
）

裁
判
所
は
、

前
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
違
反
金
支
払
命
令
を
執
行
等
認
可
決
定
と
同
時
に
し
た
場
合
に
お
い

（四）

（二）

て
、
執
行
等
認
可
決
定
を
取
り
消
す
裁
判
が
確
定
し
た
と
き
又
は
１

の
申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
と
き
は
、
職

（一）

権
で
、
違
反
金
支
払
命
令
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
九
条
第
四
項
関
係
）

違
反
金
支
払
命
令
は
、
確
定
し
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
九
条
第
五
項
関

（五）
係
）違

反
金
支
払
命
令
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
金
銭
の
支
払
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
暫
定
保
全
措
置
命
令
の
違
反
に

（六）
よ
り
生
じ
た
損
害
の
額
が
支
払
額
を
超
え
る
と
き
は
、
申
立
人
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
請
求
を

す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
九
条
第
六
項
関
係
）



違
反
金
支
払
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
後
に
、
仲
裁
廷
又
は
１

に
規
定
す
る
裁
判
機
関
に
よ
り
、
暫
定
保
全
措
置
命

（七）

（三）

令
が
取
り
消
さ
れ
、
変
更
さ
れ
、
又
は
そ
の
効
力
を
停
止
さ
れ
た
と
き
は
、
違
反
金
支
払
命
令
を
発
し
た
裁
判
所

は
、
被
申
立
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
違
反
金
支
払
命
令
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十

九
条
第
七
項
関
係
）

１

の
規
定
は

の
申
立
て
に
つ
い
て
、
仲
裁
法
第
四
十
四
条
第
四
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は

及
び

の
申
立

（八）

（三）

（一）

（一）

（七）

て
に
つ
い
て
の
決
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
九
条
第
八
項
関
係
）

第
二

仲
裁
合
意
の
方
式

書
面
に
よ
ら
な
い
で
さ
れ
た
契
約
に
お
い
て
、
仲
裁
合
意
を
内
容
と
す
る
条
項
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
文
書
又

は
電
磁
的
記
録
が
当
該
契
約
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
仲
裁
合
意
は
、
書
面
に

よ
っ
て
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
第
六
項
関
係
）

第
三

仲
裁
手
続
に
関
し
て
裁
判
所
が
行
う
手
続

一

管
轄

１

仲
裁
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
仲
裁
地
が
日
本
国
内
に
あ
る
と
き
は
、
仲
裁
法
の
規
定
に
よ
り
裁



判
所
が
行
う
手
続
に
係
る
申
立
て
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
及
び
大
阪
地
方
裁
判
所
に
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
五
条
第
二
項
関
係
）

２

仲
裁
地
が
定
ま
っ
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
裁
判
所
の
関
与
及
び
裁
判
所
に
よ
る
証
拠
調
べ
の
実
施
を
求
め
る
申
立

て
に
係
る
事
件
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
及
び
大
阪
地
方
裁
判
所
の
管
轄
に
も
属
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
第

二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第
三
項
第
四
号
関
係
）

３

仲
裁
判
断
の
執
行
決
定
を
求
め
る
申
立
て
に
係
る
事
件
は
、
仲
裁
地
、
被
申
立
人
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
又
は
請

求
の
目
的
若
し
く
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
被
申
立
人
の
財
産
の
所
在
地
が
日
本
国
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
東

京
地
方
裁
判
所
及
び
大
阪
地
方
裁
判
所
の
管
轄
に
も
属
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
六
条
第
四
項
第
三
号
関

係
）

二

移
送

裁
判
所
は
、
仲
裁
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
管
轄
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に

よ
り
又
は
職
権
で
、
当
該
事
件
の
全
部
又
は
一
部
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
管
轄
権
を
有
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
裁
判
所
に

移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
第
五
項
関
係
）



三

仲
裁
判
断
の
執
行
決
定
を
求
め
る
申
立
て
に
お
け
る
仲
裁
判
断
書
の
翻
訳
文
の
提
出
の
省
略

仲
裁
判
断
の
執
行
決
定
を
求
め
る
申
立
て
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
被
申
立
人
の
意
見
を
聴

い
て
、
仲
裁
判
断
書
（
日
本
語
で
作
成
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を

提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
関
係
）

第
四

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
五

附
則

一

施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
関

係
）

二

関
係
法
律
の
整
備
等



こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
等
を
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
附
則
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
関
係
）


